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〔1，大型干渉計

賞所久保田研究室で作り使用してい

る現岬本でもつとも大型のf；渉計。

砧子中の愕〔かの不均質（脹理），厚き

の憂化等を正確に検出できる。

②　大型干渉計で

シコ．ミ・・tトカメラ

の1，Ll次補正板を槍

出L．たところo巾

心Cから周邊に行
くにしたがい厚さ

が（arL’1　bri）で愛

つて行くところが

波長の桁まで正確

にしらべられるo

③　砧子を熔かす
ル’ソボの表而（A）

および周邊（B）の

ところで酸イヒまた

はツボの侵蝕のた

めに屈折率がどの

位の深さまでどの

程度髪つたかが正

確にわかるo
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④　干渉続の画練

に現れた不良レン
ズ

　（A）　脹理があ

るため使用できな

いレンズ

　（B＞　脈理．はな

い．が牧難がはなは

だしいレンズ



前ページのつづき

⑤　硝子を切断して荒摺りする代りに軟化鮎まで温め

て型押をL．て作つた・．ン・・．およびプリズムのf眞

（A）t”1・L・ンス．で材質はクラウンガラ7．．，〈B．）凹レ

ンズで材質は・」，ン1・ガラ…．“（c〕五角フ’リズth　n

これらの窮蜘燃麟駄リイ血の．b一法が適當であれば材

質、tこは何等の饗化Oないことを示し，型押は精轡加：1：

には不適當であると從來いはれていること；b：根twのな

いことを示すものである。

⑥　大型の原廻をそのまΣ小さ…tのを測定
出來るやうに顯微鏡に装置したものo

⑦　位相差顯

微鏡の位相板
（1闘の環）こ．tL

によワて光學

的厚さが劃』物

レンズのrl」に

装1～量したまs

測定出來る【，

（9）　小さいボ

ールベアリン
ク’V）－k函「のき

つ［　きつや歪

があると，r一渉

縞は眞呵でな

くなるから藁

闘度やきつを
正硲に測イしる。
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　手工業の歴史はかなり艮い。わが國ても江戸時代，生

産はすべて職人の腕と，彼等の所有する道具によつて行
われていt：。こうした職人t：ちは「f中開」といわれる組

織を作り，企業を濁占し，西敏中世末期における排他的

な職人ギルドと相通ずるものh：tsつた。手細工の專問的

な技法を修得するには徒弟制度によらねばならなかつ

だ。徒弟は一定の徒弟期間と御彊奉公をすませた後親方

から瞥業を許ざれ，仲間の承認をえなければ一一・人前の職

人にはなれなかつた。親方或は棟梁の数は「株」として

かぎられていたので，親方標の得られない職人は引績き

もとの親方に雇われるか，或は職人の鑑札をもつて他の

親方のもとで賃勢働をせねばならなかつた場合が多い。

　職種は大別して出職人と居職人にわけられる。大工，

左官等は出職人で，雇主の周那から手間賃を受げ，裁縫，

染物職人等の居職人は製品の販費によつて牧入を得てい

た。寛永頃（A．D．1620）の作とされる「職人翻會」と

西洋中世の銅版書によつて，昔の職人生活が知られる。

↑「職人蚕縮⊥鍛冶晒の
仕等場。番匠師の使罵す
る工具卜1は太笈の火力と

銀冶餉の筋肉勢働によつ
てfl・らILtLものであつた

から，牛産量は微々ナこる
もa）．て：あつtこノ，うO道具

は職人にとつて貴弟なも
び）．⊂あつナニカ、じ）紳格イヒざ

れ，正乃には飾餅をそな
．ftて禮昇ずる風餌は争日

てもなお残つている。

↑「職人藍繕」24枚のうちの一枚，樋師と魎師の1士牛場。

↓たいてい親方擢は世襲て，大工，刀蝦冶等
の按術の奥儀は了・1｛孫々に秘傳される例もあ

る。江戸時代建築技術者として最高の地位に

あつた幕府の作卑方大棟梁雫内政信の筆FA。
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　　　　奮業豊命以後．・一

　職人の仕邦場て，E：と蓮1具による生

産は・1業革命を寛として，工場にお

ける機械生産ヘヒぜ換り．職人のある

，害は⊥場の賃銀勢働隊へこ曝化［ノ．二。

i・が國て．も珂治以後，⊥場の磯餓毛産

が．芝配蜻な’4・1のとなつk．ヒはいえ，む

かし騰人の輩活をまもつだ株f中間も，

按旭グ↑募多に必蜷てあつた徒弟制度も

なくなつてしまつ’こ今・日屯なお，その

聞［1原に1三工裳かかなt）幾仔しているo

毛織工場→

←紋章上縮自而o　和li侵を着

る人が少くなつたと同じ

ように．二うした眼氣のい

るこまかい手先it享を修

業しようとする若い者は

全くいなくなつたそうだ。

　　文としやしん
伊藤要太良f，飯田喜四郎

　　手工業者はどこへ～

　　すべてのものは機械工業に

　よつて大量に生産されるよう

　になり，手工業はやがて浦え

　て行く運命にある。とはいえ

　長い歴史をもつ手工業の長所

薫はそのデリカシーにある。こ

　うした面で，手工業者は今後

　においても大量生産の原型製
癒「｛’・ur．　ssけ礁練工としてi一分

に信用な役割を1；tcすだろう。

↓和菓子の木型を彫る職人。
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